
【調査結果の概要】

その他の肉用鶏（ふ化後３か月齢以上の鶏）

　廃鶏の全国の処理羽数は7,666万８千羽、
処理重量は13万3,968ｔで、前年に比べそれ
ぞれ1.4％、2.7％減少した。

　肉用若鶏の全国の処理羽数は７億5,006万
８千羽、処理重量は228万2,523ｔで、前年
に比べそれぞれ0.1％、0.4％増加した。

　その他の肉用鶏の全国の処理羽数は118万
７千羽、処理重量は3,464ｔで、前年に比べ
いずれも1.4％増加した。

表　　食鳥の種類別の処理量（全国）（令和７年）

食 鳥 の 種 類

      ２

      ３ 廃鶏（採卵鶏又は種鶏を廃用した鶏）

処 理 量 （ 生 体 ） 対 前 年 比

羽 数 重 量 羽 数 重 量
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令和７年食鳥流通統計調査結果

      １ 肉用若鶏（ふ化後３か月齢未満の鶏）

％

肉 用 若 鶏 750,068 2,282,523 100.1 100.4

廃 鶏

そ の 他 の 肉 用 鶏

千羽 ｔ ％

1,187 3,464 101.4 101.4

76,668 133,968 98.6 97.3

図 肉用若鶏の処理羽数及び処理重量の推移（全国）

○ 「処理羽数」及び「処理重量」は、食鳥処理場が食鶏を食用に供する目的で処理した生体の羽数及び重量を

いう。

なお、調査対象は、食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律（平成２年法律第70号）に基づき都道

府県知事の許可を受けて設置された食鳥処理場であって、年間処理羽数が30万羽以下の施設で都道府県知事か

ら食鳥処理の確認規程について認定を受けた認定小規模処理場を除く食鳥処理場である。

肉用若鶏の処理羽数は約７億５千万羽、処理重量は約228万３千ｔ

いずれも調査開始以来、過去最高
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◎　累年データ

食鳥の処理羽数及び処理重量

年次
肉用若鶏 その他の肉用鶏 廃鶏

処理羽数 処理重量 処理羽数 処理重量 処理羽数

80,984

処理重量

千羽 ｔ 千羽 t 千羽 t

平成28年 680,392 2,019,954 2,993 8,995

143,597

147,819

147,738

151,220

143,051

84,604

　29 688,314 2,063,202 2,729 8,088 81,432

　30 703,814 2,094,261 2,539 7,425

87,503

令和元　 715,656 2,143,064 2,401 7,075 84,523

　　２　 728,009 2,173,562 2,273 6,624

137,033

　４ 737,217 2,224,140 1,184 3,416 83,304 144,087

　３ 735,530 2,225,558 1,717 5,023 78,555

131,546

　６ 749,130 2,272,638 1,171 3,416 77,751 137,644

　５ 745,636 2,249,259 1,197 3,450 74,916

133,968

資料：農林水産省統計部「畜産物流通調査　食鳥流通統計調査」

　７ 750,068 2,282,523 1,187 3,464 76,668
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【統計表】

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040447690&ext=xls

【調査の概要】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan_ryutu/gaiyou/

【調査結果の主な利活用】

【ホームページの掲載案内】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan_ryutu/#y1

【関連リンク】

農林水産基本施策関係ページ：農林水産省＞組織別から探す＞大臣官房

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/

畜産関係ページ：農林水産省＞組織別から探す＞畜産局＞畜産

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/

畜産統計調査

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan/

◎本統計調査結果について

　　　　農林水産省　大臣官房統計部

　　　　生産流通消費統計課　消費統計室　

　　　　流通動向第２班

　電　話：（代表）　03-3502-8111　内線3710
　　　　：（直通）　03-3502-5947

◎農林水産統計全般について
　　　　農林水産省　大臣官房統計部
　　　　統計企画管理官　統計広報推進班
　電　話：（代表）　03-3502-8111　内線3589
　　　　：（直通）　03-6744-2037

・　本統計表は、食肉流通統計及び鶏卵流通統計調査の統計表と併せて畜産物流通統計としてホー

　ムページに掲載（令和８年７月予定）します。

・　公表した数値の正誤情報は、ホームページでお知らせします。

・　食料・農業・農村基本計画における鶏肉の生産量等のKPIの設定及び検証のための資料に利用

　されている。

・　本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「作付面積･生産量、
　家畜の頭数など」・「農畜産物卸売市場」、品目別分類「畜産（市場・流通）」の「畜産物流通
　調査」で御覧いただけます。

お問合せ先

https://www.e-stat.go.jp/

政府統計の総合窓口

(e-Stat)
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